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株式会社栃木銀行への当社連結子会社（宇都宮証券株式会社）の 

株式一部譲渡及び合弁事業に関する業務提携のお知らせ 

 

当社は、平成 28年 8月 23日に開示しました株式会社栃木銀行（取締役頭取 黒本 淳之介、

以下「栃木銀行」）との基本合意に基づき、当社の連結子会社である宇都宮証券株式会社（以

下「宇都宮証券」）の株式一部譲渡（以下「本件取引」）、及び宇都宮証券を栃木銀行との合弁

会社とする上での具体的な運営方法等について検討を行ってまいりました。 

今般、その内容について合意に至りましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．宇都宮証券の合弁会社化の理由 

当社は、平成 29年 3月期を最終年度とする経営計画「Ambitious 5」において、5つの基

本戦略のひとつとして「Alliance & Platform（事業基盤の積極拡大）」を掲げております。 

地方銀行との提携合弁事業では、これまでの活動で培ったプラットフォームを活用して、

提携合弁証券会社や同業の証券会社へ新たな機能や商品を提供することにより、独自性ある

総合金融グループとして、グループ全体の基盤と収益の拡大を図っております。 

今般の提携先である栃木銀行は、宇都宮証券の子会社化により、同証券を通じて、当社グ

ループと連携して商品・サービスの一層の充実を図り、栃木銀行単独ではカバーできなかっ

たお客様の資産運用・資産形成ニーズに応えていくことを目指しております。 

今後、宇都宮証券は、栃木銀行及び当社の合弁会社として、栃木銀行の営業地域における

豊富なネットワークと、当社グループが培ってきたノウハウ・機能を最大限活用することに

より、更なる顧客基盤の拡充を図り、これまで以上に地域及び地域のお客様に親しまれ、頼

りにされる証券会社になることを目指します。 

 

２．宇都宮証券の概要（業務開始予定日時点） 

（１） 名 称 宇都宮証券株式会社 

（２） 所 在 地 栃木県宇都宮市池上町 4番 4号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  菊地 正敏（現 栃木実業株式会社代表取締役社長） 

（４） 事 業 内 容 金融商品取引業 

（５） 資 本 金 301百万円（平成 28年 3月 31日時点） 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 20年 2月 28日 

（７） 大株主及び持株比率 栃木銀行：60％、当社：40％ 

 

  



 

３．合弁会社としての業務開始日 

 平成 29年 4月 3日（予定） 

なお、本件取引は、栃木銀行による関係当局の認可取得を前提としております。 

 

４．今後の見通し 

本件取引により、宇都宮証券は、栃木銀行の連結子会社、当社の持分法適用関連会社とな

る予定です。 

なお、本件取引が当社の平成 30 年 3 月期の業績に与える影響は軽微であると予想してお

ります。 

 

以 上 

  

本件に関するお問い合わせは、広報・ＩＲ部 03-3517-8618 までお願いします。 


